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南砺市には、国指定史跡である高瀬遺跡や世界遺産にも登録され

ている相倉・菅沼の合掌造 り集落など、貴重な文化財が数多 く存在

しています。また、遥か太古からの先人の営みも残されており、立

野ケ原台地における旧石器時代の遺跡群をはじめ、市内の各所には

縄文時代から中近世までの遺跡が多数確認されています。

このような文化財は、現代に生きる我々が後世に引き継ぐ財産で

す。地域で産まれ、育まれてきた文化財は、保護・活用することで

地域の発展に貢献すると考えております。市内に残された遺跡は、

市の歴史を語るうえで他に変えることのできない貴重な資料であり、

大切な文化遺産です。

市教育委員会では遺跡の把握、保存に努めるために詳細分布調査

を行っています。市内の遺跡地図を充実させることは、今後の遺跡

の保存と整備、開発行為との調整において欠かせません。

この報告書が今後の学術研究や、郷上の歴史を知るための参考と

なり、文化財保護に対する理解の一助になりましたら幸いです。

最後に、調査の実施にあたり、多大なご協力とご理解をいただき

ました地元の方々、関係者の方々に深 く感謝申し上げるとともに、

今後も変わらぬご支援を賜 りますようお願い申し上げます。

平成21年 3月

南砺市教育委員会

教育長 浅 田 茂



例   言

1 本書は、南砺市教育委員会が国庫補助を受けて実施している市内遺跡詳細分布調査 (2008年 度)の調査

報告である。

2 調査は富山大学考古学研究室の指導と協力を得て、南砺市教育委員会が主体となり実施した。

3 今年度の調査は、南砺市福光地域石黒地区 (和泉 。人幡 。松本・川西・法林寺 。中ノ江)、 吉江地区 (吉

江中・遊部)、 福光地区 (西町他)、 広瀬地区 (坂本)、 南蟹谷地区 (人母・高窪・砂子谷・土山・能美・

蔵原・湯谷・小又)を対象とした。吉江地区、福光地区、広瀬地区については、調査実施の便宜上、踏査

は地区の一部について実施した。調査期間は次のとおりである。

平成20年 4月 8日 (火 )～ 4月 13日 (日 )一  吉江地区、石黒地区、福光地区、広瀬地区

平成20年 10月 4日 (土)       一 南蟹谷地区

4 調査事務局は南砺市教育委員会文化課におき、文化財係長北島清、文化財係主任佐藤聖子が調査事務を担

当し、文化課長吉田鈴代が総括した。現地踏査、資料の整理、本書の執筆と編集は、以下の調査担当者、

調査補助員が分担して行い、執筆の分担は文末に記した。

調査担当者  富山大学人文学部考古学研究室  教授   黒崎 直

同         准教授  高橋浩二

南砺市教育委員会文化課文化財係 主任   佐藤聖子

調査補助員  高橋彰則 。田上和彦 (富山大学人文学部考古学研究室大学院生)

坂田裕之・佐藤雄太・高畑有卜美・細九善弘・増永佑介・松本綾子・村上直・横幕真

(富山大学人文学部考古学研究室四回生)

今津和也・上原利予・千葉真吾 (富山大学人文学部考古学研究室三回生)

鵜野千恵美・生方香織・及川実沙子・河合陽芥・北村史織・繰頴文佳・小浦方志織

東海林心・百瀬香菜子 (富山大学人文学部考古学研究室二回生)

木下陽子・西川和美 (南砺市臨時雇用職員)

調査参加者  山森伸正・下崎美麿・山本悦司・景山奈央子 。片田亜紀 (南砺市教育委員会文化課職員)

5 現地調査にあたつて、福光地域各地区の方々に多大なご協力、ご理解を得た。記して深く感謝したい。

6 採集遺物および記録図面は、南砺市教育委員会が保管している。

7 本書の挿図・写真図版の表示は次のとおりである。

(1)方位は真北である。

(2)挿図の遺物実測図の縮尺は1/3に統一した。

(3)写真図版の遺物番号は遺物実測図の香号と一致する。
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位置と環境

平成16年 11月 1日 、砺波地方所在の人町村であった城

端町、平村、上平村、利賀村、井波町、井口村、福野町、ふくみつまら        なんと し
福光町が合併し南砺市が誕生した。南砺市は富山県の南西

部端に位置し、北は砺波市、小矢部市に、東は富山市に、

西は石川県金沢市、南は岐阜県飛騨市や白川村に隣接して

いる。山間部は、白山国立公園に指定され、すぐれた自然

景観を残しており、庄川や小矢部川の流れる平野部は水田

地帯として、また、「散居村」として知られている。面積

は668.86平方kmで東西約26km、 南北約39kmlこ広がっている。

旧石器時代の遺跡は、福光・城端両地域の境に位置する

立野ケ原を中心に広がっており、点在する144か所の遺跡

は立野ケ原遺跡群と呼ばれている。めのうや鉄石英が豊富

で、それらを利用した石器製作場所がいくつか確認されて

おり、富山県内で最も古い遺跡群の 1つ として知られてい

る。

縄文時代に入ると、生活の場は平野部にも広がる。草創

期から前期にかけて確認している遺跡数は少ないものの、

中期には西原A遺跡や徳成遺跡、後 。晩期には後期の指標
第 1図 南砺市位置図

遺跡である井口遺跡をはじめ安居五百歩遺跡、五瀬遺跡がある。

弥生・古墳時代の遺跡は、確認されている数が少ないが、近年のほ場整備事業等により神成遺跡では、弥生

終末期から古墳時代にかけての竪穴住居や周溝遺構を確認しており、また梅原安丸Ⅲ遺跡では、古墳時代中期

の竪穴住居を確認している。

古代の遺跡には、 7世紀、 9世紀の竪穴住居跡を約10棟確認した在房遺跡や、 9世紀前半の梅原落戸遺跡

がある。その他、中世の指標となる大集落として知られる梅原胡摩堂遺跡の東側で、 8世紀から10世紀にか

けての竪穴住居等の遺構を確認している。またこれら古代の集落に日常食器を供給していたであろう窯に安居 。

岩木窯跡群がある。

中世には、平野部に大規模な集落が広がる。梅原胡摩堂遺跡をはじめ久戸遺跡から田尻遺跡に至る中世集落

跡は南北 2 km、 東西 l kmにわたり、掘立柱建物、竪穴状土坑、井戸、区画溝などの遺構や、中世土師器、珠洲、

青磁、白磁、瀬戸などの遺物が多く確認されている。

今年度の対象地域は、吉江地区の一部 (吉江中・遊部)、 石黒地区 (和泉・松本・八幡 。中ノ江 。川西・法

林寺)、 福光地区の一部 (西町)、 広瀬地区の一部 (坂本)、 南蟹谷地区 (人母・高窪・土山・砂子谷・湯谷・

蔵原・能美・小又)である。吉江、石黒地区は、中世に村が開けたとされ、当時の上豪、石黒氏一族の居館が

存在したとの伝承がある。周知の埋蔵文化財包蔵地にも、中世の館跡や寺院跡が目立つ。遊部地内には遊部城

跡、常楽寺跡が存在する。松本地内には長勝寺跡、福光地区西町には殿舘遺跡がある。また松木地内には、小

字で高土居という地名があり、土豪の館跡の存在を紡彿とさせる。川西地内には、西勝寺、定龍寺の地名があ

り、寺跡が存在したことを裏付けしている。西勝寺地内所在の高楯城跡は、石黒太郎光弘の居館であったと伝

えられている。南蟹谷地区は、旧石器、縄文時代の遺跡が主である。市指定史跡である人母シモヤマ遺跡では、

ナイフ形石器、彫刀形石器、掻器などの旧石器時代の石器や、縄文草創期の押型文土器が出土している。縄文

前期から中期初頭にかけての複合遺跡である人母茂谷遺跡からは、羽状縄文が施された土器片や、石鏃、剥片

石器等が出土している。また、中世にはこの地区が周辺への真宗布教活動の拠点のひとつとなった。本願寺第

入世蓮如が土山の地に開いた土山御坊は、その後高窪地内に居を移し高木場御坊と称し、月ヽ矢部市安養寺に移

転した後、高岡市伏木に移転した。これが現高岡市伏木所在の勝興寺である。
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Ⅱ 調査の経過
平成16年 11月 の町村合併までに各々の旧町村で確認していた埋蔵文化財包蔵地 (以下、「包蔵地」)の数は、

590ケ 所あまりである。これらの包蔵地の多くは、古い伝承に基づくもの、開発行為にかかる事前調査によっ

て発見されたものである。町村合併時において、詳細な分布調査が行われていたのは、旧福野町全域、旧城端

町域の平野部、旧福光町・旧井口村域において県営ほ場整備事業等の大規模な開発行為が行われた地域のみで

あった。市内には、未だ包蔵地の詳細が全く確認されていない未調査地区が多く、また包蔵地の保護と開発行

為との円滑な調整を計っていくためにも、詳細な分布調査を実施することとなった。

分布調査の実施については、旧城端町で平成13年度より7ケ 年にわたって町全域を調査する予定にしてい

たが、町村合併にあたり計画変更を行い、平成18、 19年度に調査予定であった旧城端町域の山間部を先送りし、

未だ未調査地区が多い南砺市の平野部について先行し調査を行うこととした。

南砺市平野部における未調査地区は、福光地域 (調査実施済みである北山田地区、高宮・小林・殿の一部、

岩木、祖谷、竹内を除く)、 井口地域の一部、井波地域である。このうち、福光地域を4分割、井波地域、井

口地域を合わせて2分割し、未調査地区を7分割し7ケ 年で南砺市平野部の調査を実施することとした (第 2

図参照)。 調査の成果は年度毎にまとめ公表する予定である。

平成20年度については、当初予定では、福光地域調査対象地区内の南側、西太美地区を踏査する予定であ

ったが、開発行為等比較的多い吉江、石黒地区周辺及び南蟹谷地区を先行した。

調査は、南砺市が国庫補助を受け、富山大学考古学研究室の指導・協力を得て進めることとした。現地踏査

は、春期については吉江、石黒、福光、広瀬地区を対象とし、平成20年 4月 8日 から4月 13日 の間、実働 3

日間で行い、約28名が参加した。秋期には南蟹谷地区を対象とし、平成20年 10月 4日 に踏査を行い、約20名

が参加した。南蟹谷地区については、田面が観察可能な各集落周辺や、周知の包蔵地近辺について踏査を行っ

た。踏査の際は、1/2,500も しくは1/5,000の 地形図を持参し、田畑一枚一枚をくまなく踏査し、土器、石

器等の遣物を採集して、採集地J点 を図面に記録した。採集した遺物は、洗浄後採集地点を注記し、実測作業を

おこなった。その後、遺物の散布状況、地形、伝承等も加味しつつ、包蔵地の範囲を決定した。

今年度の調査対象地において、調査実施までに確認している周知の包蔵地及び調査履歴については、第 1表

のとおりである。 (佐藤聖子 )
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第 1表 調査区周辺における周知の埋蔵文化財包蔵地
吉江・石黒地区

遺跡名 ふりがな 所在地 主な時代 種  別 発掘調査履歴 調査原因 備  考

長勝寺跡 ちょうしょうじあと 松本 不 明 不明社寺 征

川合田館跡 かわいだやかたあと 川合田字田中 中世 中世城館 雀

光徳寺遺跡 こうとくじいせき 法林寺 近世 近世社寺 4E

妙法寺跡 みほじあと 川合田 中世 中世社寺 4L

遊部城跡 あそぶじょうあと 遊部 中世 中世城館 雀

常楽寺跡 じょうらくじあと 遊 部 中世 中世社寺 征

殿舘遺跡 とのたちいせき 西 町 中世 中世城館 笠

高楯城跡 たかだてじょうあと 西勝寺 中世 中世城館 霊

最勝寺跡 さいしようじあと 西勝寺字北辻 中世
中世社寺

中世城館
笙 南砺市指定史跡

西勝寺遺跡 さ▼ヽしょうじヤヽtき 西勝寺
文

世

縄

中

縄文散布地

中世城館 征
い

吉江中遺跡 よしえなかいせき 遊部
代

世

古

中
散布地 41

平成18年度分布調査

により確認

仏道寺跡 ぶつどうじあと 田中 緻
献
概

縄文散布地

古代散布地

中世散布地

中世社寺

平成9年度

試掘調査
共同住宅建設

平成 9年度試掘調査に

よる遺構、遺物無し

平成 18年度分布調査

により範囲を南西側に

拡大

南蟹谷地区

遺跡名 ふりがな 所在地 主な時代 種  別 発掘調査履歴 調査原因 備  考

人母シモヤマ遺跡 ひとぼしもやまヤヽせき 人母字下山

旧石器

縄文早

縄文中

縄文後

縄文晩

旧石器散布地

縄文早散布地

縄文中散布地

縄文後散布地

縄文晩散布地

征 南砺市指定史跡

人母シモヤマ西遺跡 ひとはしもやまにしいせき 人母字下山
旧石器

縄文

旧石器散布地

縄文散布地
笙

人母 I遺跡 ひとtFいちいせき 人母字下山 縄文 縄文散布地 雛
い

人母Ⅱ遺跡 ひとIFに Vヽせき 人母字下山 旧石器 旧石器散布地 征
ヽ

人母Ш遺跡 ひとtまさんいせき 人母字下山 縄文 縄文散布地 鉦

人母茂谷遺跡 ひと,Fもたにいせき 人母字茂谷
文

代

縄

古

縄文散布地

古代散布地
鉦
い

人母茂谷西遺跡 ひとぼもたににしいせき 人母字茂谷 不明 不明散布地 4F

人母ウルシバラ遺跡 ひとtrうるしばらいせき 人母 縄文 縄文散布地 鉦

高木場御坊跡 たかきばごぼうあと 高窪 中世 中世社寺
平成14年度

試掘調査

国道304号

線改良

試掘調査による遺構、

遺物無し

高窪遺跡 たかくtぎいせき 砂子谷 縄文 縄文散布地 鉦

蔵原A遺跡 くら1まらえ―▼ゝせき 蔵原 縄文 縄文散布地 鉦

蔵原B遺跡 くらはらび―いせき 蔵原 縄文 縄文散布地 笠

熊野社遺跡 くまのしゃいせき 土山 近世 近世不明 征

土山御坊・御峰城跡 どやまごぼ)おみねじょうせき 土山 中世
中世社寺

中世城館
笙 南砺市指定史跡

領塚 りょうてヴか 刀ヽ又 中世 室【戸巳 鉦

笹塚遺跡 ささづかVヽせき 川合田 中世 祭祀 笙
〔

大休場遺跡 おおやすんばいせき 坂本 近世 祭祀 征
い

堂平遺跡 どうだいらいせき 坂本 不 明 祭祀 継
ヽ

法林寺尾遺跡 ほうりんじおいせき 坂本 不 明 祭祀 征
【

笠取山炭塚 ささとりやますみづか 坂本 不 明 祭祀 征
ヽ
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朧帥H調査完了地域
――ヨ平成18年度調査実施地域

lllllllllllll平成19年度調査実施地域

■■1平成20年度調査実施地域

■■日平成21年度調査予定地域

■■1平成22年度調査予定地域
■■日平成23年度調査予定地域

|  1平成24年度調査予定地域
|  1平成25年度調査予定地域

10km

第 2図 調査地区割図 (S=1/200,000)
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Ⅲ 調査の概要
今回の調査範囲は、吉江・石黒地区と南蟹谷地区の 2つ に分かれる。前者からは次に示すように多数の遺物

が採集されたが、後者からは遺物が採集されなかった。したがって、以下では吉江・石黒地区における調査成

果を中心に記す。

1 遺跡と採集遺物

(1)松木遺跡

採集した遺物は、須恵器が30片、土師器が21片、珠洲が 3片、越中瀬戸が 1片、中世陶器が 1片、瓦質土

器が 1片で、そのうち23点を図示した。

lは須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約12cmを 測る。端部にかえりがなく、 8世紀頃のものと思われる。

内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 3 nlm以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼

成は良好である。

2は須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約13cmを 測る。端部は下方へ短 く屈曲している。 8世紀頃のもの

と思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 l nHl以 下の砂粒を含む。色調は灰色を

呈する。焼成は良好である。

3は須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約 1 3cmを測る。端部は下方へ短 く屈曲している。 8世紀頃のもの

と思われる。内面はロクロナデ調整を施す。外面の調整は欠けているため不明である。胎土は密であり、直径

1皿以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

4は須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約18cmを 測る。端部にかえりがなく、 8世紀頃のものと思われる。

内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 1 4nl以 下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼

成は良好である。

5は須恵器杯の口縁部である。口径は約8.5cmを 測る。端部は上方へ直線的にのび、九 くおさめる。 8世紀

頃のものと思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径は l llm以 下の砂粒を含む。色

調は外面が青灰色、内面が灰白色を呈する。焼成は良好である。

6は須恵器杯の回縁部である。口径は約12cmを 浪1る 。端部はやや内湾しながら上方へのび、九 くおさめる。

8世紀頃のものと思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密である。色調は外面が青灰色、内面

が灰白色を呈する。焼成は良好である。

7は須恵器杯の口縁部である。口径は約 1 2cmを測る。端部は上方へ直線的にのび、九 くおさめる。 8世紀

頃のものと思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 l llm以 下の砂粒を含む。色調

は外面が青灰色、内面が灰白色を呈する。焼成は良好である。

8は須恵器杯の底部である。底径は約 7 cmを測る。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直

径 l alm以 下の砂粒を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

9は須恵器杯の底部である。底径は約 9 cmを測る。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直

径 l nlm以 下の砂粒を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

10は須恵器杯の底部である。底径は約 7 cmを測る。底部には粘土ひもの痕跡が明瞭に残る。 8世紀頃のも

のと思われる。内面にはナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 2 nlll以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈す

る。焼成は良好である。

11は須恵器双耳壷の胴部である。体部には幅約 l cmの突帯がめぐる。10世紀頃のものと思われる。内外面

にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 141m以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良
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好である。

12は須恵器の甕か壺の胴部である。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 2 nlm以下の

砂粒を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

13は須恵器甕の胴部である。外面には平行タタキロを残す。胎土は密であり、直径 6m4以下の砂礫を含む。

色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

14は 須恵器甕の胴部である。外面には平行タタキロ、内面には当て具痕を残す。胎土は密であり、直径 1

41m以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

15は須恵器の甕か壷の胴部である。外面にはタタキロ、内面には同心円の当て具痕を残す。胎土は密であり、

直径 l nlal以下の砂粒を含む。色調はにぶい橙色を呈する。焼成は不良のため生焼けである。

16は 珠洲奏の胴部である。外面にはタタキロ、内面には当て具痕を残す。胎土は密であり、直径 l llm以下

の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

17は 珠洲甕の胴部である。外面には 3 cm幅に10条のタタキロ、内面には指頭痕を残す。胎土は密であり、

直径 l nl14以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

18は土師器皿の口縁部である。口径は約 7 cmを測る。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、

直径 l alm以 下の砂粒を含む。色調はにぶい黄橙色を呈する。焼成は良好である。

19は 土師器皿の日縁部である。口径は約 9 cmを 測る。調整は内外面ともに風化のため不明である。胎土は

密であり、直径 3 alm以下の砂粒を含む。色調は内外面が灰白色、口縁約 l cm部分は灰色を呈する。焼成は良好

である。

20は土師器皿の底部であると底径は約 8 cmを 測る。調整は内外面ともに風化のため不明である。胎土は密

である。色調は橙色を呈する。焼成は良好である。

21は越中瀬戸皿の底部である。底径は約 7 cmを測る。底部の削 り高台は三角形状を呈する。17世紀前葉か

ら17世紀中頃のものと思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。底部にはロクロヘラケズリを施す。外

面の一部に暗褐色の釉を施す。胎土は密であり、直径 l mal以下の砂粒を含む。色調はにぶい赤褐色を呈する。

焼成は良好である。

22は 陶器椀の底部である。わずかに上げ底となる。底径は約 9 cmを 測る。内外面にはロクロナデ調整を施す。

内面には灰褐色の鉄釉を施す。胎土は密である。色調は橙色を呈する。焼成は良好である。

23は瓦質土器火鉢の口縁部である。口径は約 1 3cmを 測る。調整は内外面ともに風化のため不明である。胎

土は密であり、直径 l llm以下の砂粒を含む。色調は内外面が暗灰色、断面が浅黄色を呈する。焼成は良好であ

る。                                (生 方香織・河合陽介・練細文佳 )

(2)和泉西領遺跡

採集した遺物は、須恵器 5片である。そのうち3点 を図示した。

24は須恵器の甕か壷の胴部である。外面には平行タタキロを施す。内面にはナデ調整が認められる。胎土

は密であり、直径 5 Hlmの 砂礫を含む。色調は内外面ともに青灰色を呈する。焼成は良好である。

25は須恵器の甕か壷の胴部である。外面には格子状のタタキロを施す。内面は風化が著しいが、一部にロ

クロナデ調整が認められる。胎土は密であり、直径 l lm以下の砂粒を含む。色調は内外面ともに青灰色を呈す

る。焼成は良好である。

26は珠洲養の胴部である。外面には平行タタキロ、内面には指頭痕を残す。胎土は密であり、直径 l llm以

下の砂粒を含む。色調は内外面ともに淡い青灰色を呈する。焼成は良好である。        (東 海林心 )
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(3)川西北辻遺跡

採集した遺物は、須恵器 2片、珠洲 2片である。その内 3点を図示した。

27は須恵器の甕か壼の胴部である。外面にはカキロを施す。カキロは l cm幅 に 9条のものである。カキロ

の下位には斜位の平行タタキが認められる。外面には自然釉が残る。内面にはロクロナデ調整を施す。胎土は

密で、 141m以下の砂粒を含む。色調は、外面オリーブ灰色、内面薄灰色を呈する。焼成は良好である。

28は須恵器甕の胴部である。外面には平行タタキを施す。内面は風化するが、ナデ調整が確認できる。胎

土は粗く、 2m4以下の砂粒を含む。色調は外面灰色、断面薄灰色、内面薄青灰色を呈する。焼成は良好である。

29は珠洲片口鉢かす り鉢の口縁部である。口径は約24cmと 小さい。端部には外傾する幅 l cmの面をもつ。

吉岡氏による編年の珠洲Ⅲ期 (13世紀後半)に属すると考えられる (吉岡1994、 以下珠洲編年はこれに準拠

する)。 内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密で、 1 4Mn以下の砂粒を含む。色調は外面青灰色、内面薄

灰色を呈する。焼成は良好である。 (百瀬香菜子 )

じょうらくじ

(4)常楽寺跡

採集した遣物は、須恵器 1片、土師器 (古代 1、 不明 2)、 常滑 1片、瀬戸 1片、珠洲 1片、中世陶器 1片、

近世陶器 7片、近世磁器 2片である。そのうち、 4点を図示した。

30は珠洲甕の口縁部である。口径は約25cmを測る。端部は鋭く外屈し、垂下する。時期は珠洲Ⅱ期 (13世

紀前半)に属する。内外面ともに、ロクロナデ調整を施す。胎土は密で直径 l lllln以下の砂粒を含む。色調は外

面灰白色、内面灰色を呈する。焼成は良好である。

31は瀬戸壷の口縁部である。日径は約17cmを測る。内外面には透明の釉を施す。調整はロクロナデである。

胎土は密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。

32は常滑で、器種は不明である。胎土は密で、直径 l mal以下の砂粒を含む。外面に暗褐色の鉄釉が施される。

色調は灰白色を呈する。焼成は良好である。

33は施釉陶器椀の口縁部である。口径は約1 5cmを 測る。内外面には透明な釉が施される。外面に暗褐色の

格子状の模様が描かれている。胎土は密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。 (北村史織)

(5)角午踏緬凸遺跡

採集した遺物は、須恵器 4片、珠洲 1片である。すべてを図示した。

34は須恵器甕の胴部である。外面には格子状のタタキロ、内面には当て具痕を残す。胎土は密で、 l nlm程

度の砂粒を含む。色調は内外面ともに薄青灰色、断面薄灰色を呈する。焼成は良好である。

35は須恵器奏の胴部である。外面には平行タタキを施す。内面には明確ではないが、当て具痕が認められる。

外面の一部には自然釉が残る。胎土は密で、 14111以下の砂粒を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

36は須恵器甕の胴部である。外面にはナデ調整とロクロナデ調整が認められる。内面にはロクロナデ調整

を施す。胎土は密で、 2 alm以下の砂粒を含む。色調は外面灰色、内面青灰色を呈する。焼成は良好である。

37は須恵器の甕か童の胴部である。外面には上部にロクロナデ調整、下半部にヘラケズリ調整が認められる。

内面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密で、 l mll以 下の砂粒を含む。色調は外面青灰色、内面灰色を呈する。

焼成は良好である。

38は珠洲奏の胴部である。外面に平行タタキを施す。胎土は密で、 l nlm以下の砂粒を含む。色調は薄灰色

を呈する。焼成は良好である。                             (百 瀬香菜子 )
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(6)法林寺村中遺跡

採集した遺物は、須恵器 2片、土師器 2片、珠洲 1片である。そのうち4点 を図示した。

39は須恵器奏の胴部である。外面には平行タタキロを施す。内面にはナデ調整が認められる。胎土は密で

あり、直径 141m以下の砂粒を含む。色調は内外面ともに淡い青灰色を呈する。焼成は良好である。

40は須恵器甕の胴部である。外面には擬格子状のタタキロ、内面には同心円の当て具痕を残す。胎土は密

であり、直径 141m以下の砂粒を含む。色調は外面濃い青灰色、内面灰色を呈する。焼成は良好である。

41は珠洲甕の胴部である。外面には平行タタキロ、内面には指頭痕を残す。胎土は密であり、直径 l alm以

下の砂粒を含む。色調は内外面ともに淡い青灰色を呈する。焼成は良好である。

42は陶器すり鉢の底部である。内面には l cm幅で 5条の卸目を施す。外面は剥離または風化が著しい。胎

土は密であり、直径 l llnl以下の砂粒を含む。色調は内外面ともに褐色を呈する。焼成は良好である。

(東海林心 )

(7)坂本遺跡

採集した遺物は須恵器 3片、珠洲 1片、近世陶器 1片である。そのうち、 2点を図示した。

43は須恵器甕の胴部である。外面には平行タタキロが残る。内面は風化するが、わずかに当て具痕が認め

られる。胎土は密で、直径 l llIIl以下の砂粒を含む。色調は内面は灰白色、外面は青灰色を呈する。焼成は良好

である。

44は珠洲すり鉢の口縁部である。口径は約30cmを 測る。端部内面が月巴厚し、幅1.2cmの面をなす。時期は珠

洲 V期 (15世紀前半)に属する。内外面にロクロナデ調整が施される。内面には l cm幅で 4条の卸目が施さ

れる。胎土は密で、直径 l llm以 下の砂粒を含む。色調は灰色である。焼成は良好である。    (北 村史織 )

(8)法林寺高屋遺跡

採集した遺物は須恵器 1片、珠洲 1片、青磁 1片である。すべてを図示した。

45は須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約 1 2cmを 測る。端部は短 く屈曲し、わずかにふくれる。時期は 8

世紀頃に属する。内外面にロクロナデ調整を施している。胎土は密である。色調は外面が灰白色、内面は青灰

色を呈する。焼成は良好である。

46は珠洲甕の胴部である。外面には約 3 cm幅で 9条の平行タタキロが残る。内面には指頭痕が認められる。

胎土は密で、直径 141m以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

47は青磁椀の口縁部である。口径は約15cmを 測る。内外面厚さ約0.51■4に オリーブ黄色の釉を施す。胎土は

密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。                 (北 村史織 )

(9)吉江中遺跡

採集した遺物は、須恵器 3片、越中瀬戸 2片、近世磁器 5片である。そのうち 5点 を図示した。

48は須恵器杯蓋の口縁部である。口径は約11.5cmで ある。端部はわずかに屈曲し九 くおさめている。 8世

紀頃のものと思われる。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、 l llm以 下の砂粒を含む。色調は

青灰色を呈する。焼成は良好である。

49は須恵器甕の胴部である。外面には格子タタキと平行タタキを施す。内面に当て具痕がわずかに確認で

きる。胎土は密であり、 l nlm以 下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

50は須恵器壼の胴部である。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、 3 alm以下の砂粒が混じる。

色調は灰白色を呈する。焼成は良好である。

-10-



51は越中瀬戸皿の口縁部である。口径は約1 0cmを 測る。内外面にはロクロナデ調整が施される。また、内

外面には暗褐色の鉄釉が認められる。胎土は密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。

52は磁器椀の底部である。底径は約4.5cmを 測る。内外面ともに水挽きロクロ成形がなされる。また、内外

面ともに明オリーブ灰色の釉が認められる。外面には青灰色の模様が描かれる。胎土は密である。色調は断面

灰色を呈する。焼成は良好である。 (小浦方志織 )

ぶつどう じ

(10)仏道寺

採集した遺物は、須恵器 2片、土師器 2片、越前 1片、唐津 l片、越中瀬戸 3片、近世陶器 2片、近世磁器

1片である。その内 2点を図示した。

53は越中瀬戸皿の底部である。底径は約 5 cmを測る。底部の削 り高台は三角形状を呈する。17世紀前葉か

ら中頃のものと思われる。外面には底部にヘラケズリ調整、体部にロクロナデ調整が施される。内面にはロク

ロナデ調整が施される。外面の一部には暗褐色の鉄釉が認められる。胎土は密であり、 l IIn以下の砂粒を含む。

色調は浅黄色を呈する。焼成は良好である。

54は近世の唐津椀の口縁部である。口径は約10cmを測る。外面には縞状、内面には白色釉で模様が描かれる。

全面に透明釉がかかる。胎土は密である。色調は断面灰褐色を呈する。焼成は良好である。  (鵜 野千恵美 )

(11)最勝寺跡、(12)長勝寺跡、(13)サ |1合田館跡、(14)光徳寺遺跡、

(17)殿舘遺跡

今回の調査において遺物は採集されなかった。 (河合陽介 )

その他の採集遺物

遺跡範囲外の採集品についても、将来的な遺跡発見の可能性を高めるため、すべての採集地点を記録してい

る。そのうち主なものについても示す。

55は須恵器杯蓋の破片である。内外面にロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 2 Hlm以下の砂粒を

含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

56は須恵器甕の胴部である。風化が激しいが、外面にタタキロが確認できる。内面には同心円状の当て具

痕を残す。胎土は密であり、直径 2 mnl以下の砂粒を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

57は越前の甕か壺の胴部である。内外面にロクロナデ調整が施される。胎土は密であり、 l Hlm以下の砂粒

を含む。色調は内外面ともに褐色を呈する。断面の色調は内面に近い方が褐灰色で、外面側がにぶい黄橙色を

呈する。焼成は良好である。

58は青磁椀の胴部である。内外面ともにオリーブ灰色の釉がかかる。釉の厚さは約 14mである。外面には

部分的に錦連弁が残る。14世紀頃のものと推定される。胎土は密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成

は良好である。

59は珠洲甕の頸部から肩部である。肩部には斜位のタタキロが認められる。外面は顕部にロクロナデ調整、

肩部に平行タタキが施される。内面には当て具痕が施される。胎土は密であり、 l llun以 下の砂粒を含む。色調

は外面は淡青灰色、内面は青灰色を呈する。焼成は良好である。

60は珠洲壺の胴部である。内外面にはロクロナデ調整が施される。胎土はやや粗く、 3 mll以下の砂粒を含む。

色調は外面は青灰色、内面は灰色を呈する。焼成は良好である。

61は珠洲す り鉢の体部である。外面はロクロナデ調整を施す。内面には 3 cm幅 に 9条の卸目が施される。

胎土は密であり、 l nlm以下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

み ほ じ          あそ ぶじょう

(15)妙法寺跡、(16)遊部城跡、
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62は珠洲すり鉢の体部である。外面にはロクロナデ調整が施される。内面には l cm幅 に6条の卸目が施さ

れる。胎土は密であり、 l llln以 下の砂粒を含む。色調は青灰色を呈する。焼成は良好である。

63は越中瀬戸すり鉢の体部である。内面には l cm幅 に5条の卸目が施されている。内外面にはにぶい褐色

の鉄釉を施す。胎土は密である。色調は断面にぶい黄色を呈する。焼成は良好である。

64は越中瀬戸皿の底部である。底径は約 5 cmを測る。高台の断面は九みを帯びた三角形状である。内面の

一部に暗褐色の釉が認められる。外面には体部にはロクロナデ調整、左部にヘラケズリ調整を施す。内面には

ロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、 l llllll程度の砂粒を含む。色調は赤褐色を呈する。焼成は良好であ

る。

65は越中瀬戸巨鉢の底部である。底径は約10cmを 測る。内外面に暗褐色の鉄釉を施す。釉は所々で剥離し

ている。胎土は密であり、直径 211m以下の砂粒を含む。色調は断面暗灰黄色を呈する。焼成は良好である。

66は土師器骨壷蓋である。タト面はロクロナデ調整を施す。つまみ部は直径 l cmで上方へ 4111111突出している。

胎土は密で、 2 Hun以下の砂粒を含む。色調はにぶい黄橙色を呈する。焼成は良好である。

67は土師器骨壷の胴部である。内外面にはロクロナデ調整を施す。胎土は密で、 l llull以 下の砂粒を含む。

色調は橙色を呈する。焼成は良好である。外面に墨書が認められる。

68は近世陶器椀の口縁部である。口径は約 9 cmを 測る。外面には緑灰色の模様が描かれる。内外面には明

オリーブ色の釉が施される。胎土は緻密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。

69は磁器染付字入壼の回縁部である。口径は約1 0cmを 測る。外面には墨で文字が書かれる。内外面には透

明な釉が施される。胎土は密である。色調は断面灰白色を呈する。焼成は良好である。

70は唐津鉢の口縁部である。口径は約1 5cmを測る。口縁部は短く折り返され、端部が丸みを帯びている。

内外面には縞状に白色釉が施される。内外面にロクロナデ調整を施す。胎土は密であり、直径 1剛以下の砂粒

を含む。色調は断面灰赤色を呈する。焼成は良好である。

71は砥石である。時期は不明である。残存部の最大長は約 8 cm、 最大幅は約2.3cm、 最大厚は約 2 cm、 重さ

は約67gである。石材は砂岩質のものである。端面を除く全面に研磨痕が認められる。実測図は4面 ともに

示したが、特に 1面 と4面には使用によって溝状にへこんだ痕が見られる。また、 1面と4面には製作段階の

ものとみられる細かな調整痕が認められる。色調は灰色を呈する。

72は砥石である。石材、時期はともに不明である。直径は推定約1 8cmを測る。残存部の最大厚は約 2 cm、

重さは約108gである。断面は、中心から約 6 cmは長方形を呈し、そこから外に向かって約 l cm突出する。突

出部の上面と下面には、 l cal幅にそれぞれ13本、約 6本の筋状の研磨痕が残る。研磨痕は上面の全体にわた

つて認められる。中心には直径推定約 4 cmの穴が開いていたと考えられる。そこに棒状のものを通し、回転さ

せて使用していたと推測できる。色調は上面にぶい赤褐色、下面は暗灰色を呈する。

(鵜野千恵美・及川実沙子・小浦方志織)

2 遺物の散布状況
今回の調査で採集した遺物の総数は、213片である。これらの散布状況を時期別に大別、集計した。 1辺250

mの方眼を設け、方眼 1つを 1ブロックとして、ブロック単位で採集遺物点数を示すこととする。

各時期の総量は、古代77、 中世29、 近世48、 近代44、 時期不明15片である。

また、今回の調査区の明神川と小矢部川に挟まれた地域を中央部と考え、それより東西をそれぞれ東部、西

部と分け散布状況を示すことにする。
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(1)古代の遺物散布状況 (第 7図 )

古代の遺物は須恵器56片、土師器21片 を27ブロックから採集した。

土師器と須恵器はほぼ松本遺跡から集中して採集した。調査区中央部北側の和泉西領遺跡周辺でも採集した。

東部は川合田館跡や法林寺高屋遺跡、坂本遺跡などの周辺で 1片ずつ採集した程度である。西部は吉江中遺跡、

仏道寺遺跡、常楽寺跡の遺跡範囲の近くで若干集中して採集した。古代は松木遺跡を中心として中央部に遺物

集中があり、次に西部に集中する。今回の調査区では今まで古代の遺跡が発見されていなかったが、松木遺跡

と和泉西領遺跡は今回の調査で発見された遺跡である。これらの発見によリー昨年の調査区との関連が考えら

れるだろう。

(2)中世の遺物散布状況 (第 8図 )

中世の遺物は土師器 2片、珠洲16片、越前 2片、常滑 1片、瀬戸 1片、瓦質土器 1片、それ以外の陶器 4片、

青磁 2片を21ブ ロックから採集した。

調査区全域から採集した。中世遺物の全体的な数量は少ないが調査区中央部の松木遺跡からの採集が一番多

い。東部の常楽寺遺跡と仏道寺遺跡周辺からは常滑、瀬戸、越前が 1片ずつ採集された。これらも一昨年の調

査区との関連が考えられるかもしれない。西部では新規遺跡に 1、 2片含まれる程度の分布である。中世も古

代に引き続く散布状況が考えられるだろう。中世の採集遺物の少なさは他地域よりも開発が進まなかった現象

とも考えられるが現段階では言及できない。

(3)近世の遺物散布状況 (第 9図 )

近世の遺物は土師器 2片、越中瀬戸11片、唐津 3片、それ以外の陶器20片、磁器12片 を25ブロックから採

集した。

近世も中世と同じように調査区全域に遺物が分布している。調査区中央部では松本遺跡よりもやや南側から

数点採集した。西部は南側に集中があるが点数は少ない。東部の吉江中遺跡、仏道寺遺跡、常楽寺遺跡周辺で

比較的多く採集した。近世では東部に遺物が集中する。近世は中世からの開発が進んだ結果、採集点数が多く

なったのではないかと推測される。古代、中世からみると遺物集中が調査区中央部から東部に変わった。近世

において一昨年の調査区との関連は間違いないが、東側の梅原遺跡群などと関連した様相が伺えそうである。

(田上和彦 )
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Ⅳ まとめ
今回の分布調査は、南砺市の西部を占める旧福光町において、2006年度調査範囲の北西に接する吉江・石

黒地区を対象に行った。この地区は、標高約60～ 100mを測る南砺台地および扇状地にあって、小矢部川と医

王山麓に挟まれた地域に位置し、ほぼ中央には小矢部川支流の明神川が北流している。

本地区の周辺には、縄文時代の遺跡が比較的多く分布するのに対して、弥生 。古墳時代の遺跡はほとんど認

められない。古代には、砺波郡が設置され、また平野部 (砺波平野)には東大寺領荘園が形成されていくが、

旧福光町域において確認された古代の遺跡はまだ少ない。条理遺構についても未検出であることからすれば、

平野部に比べ遅れて開発が進行していったと考えられる。一方、中世には、大井川と山田川に挟まれた段丘上

に、梅原胡摩堂をはじめとした遺跡が複数成立し、大規模な遺跡群を形成するようになる。この一帯は、後三

条天皇の御願寺円宗寺の所領である石黒荘の内の山田郷にあたり、荘園支配の測点であったと推定される。

さて、吉江・石黒地区内には従来12ヶ所の遺跡が周知されていたが、今回あらたに7ケ所で遺跡を発見し

た (第 2表 )。 また、12ヶ 所の内3ケ所については遺跡の範囲が拡張することになった。以下にその概略を示

す。

新規発見の川西細田遺跡は、古代から中世にかけての遺跡で、須恵器 4片、珠洲 1片を採集している。川西

北辻遺跡も同じく古代から中世の遺跡で、須恵器 2片、珠洲 2片を採集している。和泉西領遺跡は、古代の遺

跡で、須恵器 5片を採集している。松木遺跡は、古代から近世の遺跡で、須恵器30片、土師器21片、珠洲 3片、

瓦質土器 1片、越中瀬戸 1片、近世陶器 1片を採集している。採集遺物の様相から、古代を中心とする時期の

遺跡と考えられる。法林寺村中遺跡は、古代から中世の追跡で、須恵器 2片、土師器 2片、珠洲 1片を採集し

ている。法林寺高屋遺跡も古代から中世の遺跡で、須恵器 1片、珠洲 2片、青磁 1片を採集している。坂本遺

跡は、古代から近世の遺跡で、須恵器 3片、珠洲 1片、近世陶器 l片を採集している。

続いて、範囲の拡張した遺跡について述べる。中世の寺跡とされる常楽寺跡は、今回の調査で東へ約100m、

北へ約130m拡張することとなった。そして、ここからは須恵器 2片、土師器 3片、常滑 1片、瀬戸 1片、

中世の陶器 1片、近世の陶器 7片 と磁器 2片が採集され、古代から近世にかけての複合遺跡である可能性が高

くなってきた。2006年度の調査で新規発見された吉江中遺跡は、今回さらに北西へ約100m拡張することと

なった。ここからは須恵器 3片、越中瀬戸 2片、磁器 5片を採集した。2006年度の調査で範囲が拡張した仏

道寺跡は、さらに北西へ約75m拡張することとなった。ここからは須恵器 2片、土師器 2片、越前 1片、越

中瀬戸 3片、唐津 1片、近世の陶器 2片と磁器 1片を採集した。

次に、遺物の散布状況から遺跡の動態に関して考えてみたい。古代の遺物は、ほぼ須恵器に限られるが、小

矢部川西岸の松木遺跡や和泉西領遺跡、そしてさらに明神川を越えて医王山裾部の川西細田遺跡や川西北辻遺

跡、法林寺村中遺跡に及んでいることは注目される。古代に関しては、2006年度の調査範囲、つまり小矢部

川の東側では、吉江中、仏道寺、一日市の3遺跡を中心に多数の須恵器が採集されている。しかし、今回の主

たる調査範囲である小矢部川の西側では、古代の遺跡はこれまで未確認であつた。古代の遺跡力Mヽ矢部川を越

えて医王山裾部にまで分布するということがわかったことは、南砺地域における土地利用の変遷を知る上で重

要な成果と言える。

中世の遺物は、須恵器の散布状況とほぼ重なり、やはり医王山裾部へ至る広範な分布がみられる。ただし、

いずれの遺跡においても数片の採集に留まるものであり、継続的または拠点的な遺跡を紡彿とさせる様相はみ

てとれなかった。これに対して、2006年度の調査範囲では、小矢部川とその東側に流れる大井川とに挟まれ

た地区にある吉江中、仏道寺、荒木、荒木Ⅱ、田中、一日市などの遺跡から多数の中世遺物が採集された。さ

らに、大井川の東岸では梅原胡摩堂遺跡を中心とする遺跡群がこの時期に形成され、地域的拠点へ発展をとげ
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たことをあわせて考えると、小矢部川を挟んでその西側と東側とでは、居住や開発などの様相が大きく異なっ

ていたのかもしれない。近世の遺物に関しても、医王山裾部までの広がりがみられるものの、散浸な分布傾向

を示している。仏道寺、常楽寺、一日市の 3遺跡を中心に多数の近世遺物が採集された2006年度調査範囲の

様相と対比すると、小矢部川の西側と東側の遺跡の間には、やはり対照的なあり方が浮かび上がる。

なお、富山県西部の押型文期の代表的遺跡である人母シモヤマ遺跡をはじめ、旧石器から縄文時代の遺跡が

複数確認、調査されている医王山麓部の南蟹谷地区では、期待されたにもかかわらず遺物は採集されなかった。

弥生から古墳時代の遺物もまた、今回の調査範囲では採集されなかった。

以上、分布調査の成果を概述し、古代以降の土地利用に関して推測を行ってきたが、中世以後の城館および

社寺とされている複数の遺跡を除いては、大半が遺物散布地としての取り扱いであり、とりもなおさず遺跡の

規模や時期、性格などについては不明確な点が多い。また、未確認の遺跡もなお存在することと思われる。今

後は、さらなる遺跡の把握を行うとともに、これら遺跡の保護に務めていきたい。

(高橋彰則・田上和彦・高橋浩二)
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第 2表 調査結果一覧 (新規、内容変更の遺跡のみ記載)
吉江・石黒地区

遺跡名 ふりがな 所在地 主な時代 種別 確認別 備 考

常楽寺跡 じょうらくじあと 遊部 中世 中世社寺 周知 北東側範囲拡大

吉江中遺跡 よしえなかいせき 遊部
代

世

古

中
散布地 周知 西側範囲拡大

仏道寺跡 ぶつどうじあと 田中

文

代

世

縄

古

中

縄文散布地

古代散布地

中世散布地

中世社寺

周知 南西側範囲拡大

川西細田遺跡 かわにしほそだいせき ナ‖西
代

世

古

近
散布地 新規

川西北辻遺跡 かわにしきたつじいせき 川西 古代 散布地 新規

和泉西領遺跡 いずみにしりょういせき 和泉 古代 散布地 新規

松木遺跡 まつのきいせき 松本

古代

中世

近世

散布地 新規

法林寺村中遺跡 ほうりんじむらなかいせき 法林寺
代

世

古

中
散布地 新規

法林寺高屋遺跡 ほうりんじたかやいせき 法林寺
代

世

古

中
散布地 新規

坂本遺跡 さかもとい‐せき 坂本
代

世

古

中
散布地 新規

※南蟹谷地区は変更無し
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第 5図 調査結果概要図 1(S=1/12,500)
1.和泉西領遺跡  2.最 勝寺跡  3.川 西北辻遺跡
H。 川合田館跡  12.光徳寺遺跡  13.法林寺村中遺跡

4。 長勝寺跡
14.妙法寺跡

5.松木遺閉  6.遊 部城跡
15。 法林寺高屋遺跡  16.

7.常楽寺跡  8.吉 江中遺跡
殿舘遺囲  17.坂本遺跡

凡 例

古代 ● 0

中世 ■ ■

近世 ○ ○

不明 □ □

0                                      ]

l

拌
mヲ

(凡例の大きな形は出土点数 5点以上を表す )

9.仏道寺跡  10.川西細田遺跡
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第10図 遺物実測図 (1)
1～23松木遺跡 (S=1/3)
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第11図 遺物実測図 (2)
24～26和泉西領遺跡 27～ 29川西北辻遺跡 30～33常楽寺遺跡
34～38川西細田遺跡 39～42法林寺村中遺跡 43、 44坂本遺跡
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45～ 47法林寺高屋遺跡 (S=1/3)
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第12図 遺物実測図 (3)
48～52吉江中遺跡 53、 54仏道寺遺跡 55～72遺跡範囲外出土品 (S=1/3)
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図版 1 遺跡全景 (1)
1.長勝寺跡  2.川 合田館跡
5.遊部城跡  6.常 楽寺跡

3.光徳寺遺跡  4.妙 法寺跡
7.西勝寺遺跡・高楯城跡  8.最 勝寺跡
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図版 2 遺跡全景 (2)
1.和泉西領遺跡  2.松 木遺跡
5.坂本遺跡  6.川 西細田遺跡

3.法林寺高屋遺跡  4.
7.仏道寺跡 (範囲拡大 )
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川西北辻遺跡
8.吉江中遺跡 (範囲拡大 )



図版 3 遺跡全景 (3)
1,法林寺村中遺跡  2.常 楽寺跡 (範囲拡大)  3.人 母シモヤマ遺跡  4.人 母 I遺跡
5.人母Ⅱ遺跡  6.人 母茂谷遺跡  7.人 母ウルシバラ遺跡  8.高 木場御坊跡
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図版 4 遺跡全景 (4)
1.高窪遺跡  2.
5.土山御坊跡・庭園

蔵原A遺跡  3.蔵 原 B遺跡
6.土山御坊跡 。南側土塁

4.熊野社遺跡
7.踏査状況  8.調 査参加者
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図版 6 遺物写真 (2)
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